
継手写真の注意事項

P.1

余　白

№

PE融着部

余　白

№

DIP-GX 異形管部

余　白

№

DIP-GX 直管部

全周にわたりゴム輪
のズレが無いか確認

撮影時記入箇所

切管寸法を記入
(寸法のみでOK)

継手番号 ｂゴム輪位置
８点管理

ａ標線間隔
φ300以下は
４点管理

メタルタッチ
チェック

トルク確認
チェック

継手番号

撮影時確認箇所

切管寸法を記入

切管
L=〇.〇〇

継手番号

通電完了時間

冷却完了時間
(取外し可能時間)

L=〇.〇〇ｍ

インジゲーター確認チェック

標線・スクレープ確認

切管の場合
継手写真に入るように切
管寸法を記入し撮影する
(別途切管寸法のみ撮影は不要)

ｲﾝｼﾞｹﾞｰﾀｰの隆起確認のため、
極力真横より撮影すること

挿口挿入量の確認と
白線の記入



継手写真の注意事項

P.2

余　白

№

DIP-GX 直管部

ライナ挿入時

余　白

№

メカニカル継手

余　白

№

フランジ部

ライナ表示

ゴム輪位置赤標線位置確認

トルク確認
チェック

設置完了時は
補修弁は開け状態
消火栓は閉め状態
消火栓と、蓋の向きを
監督員に確認

鋳鉄・VP側
トルク確認
チェック

PE側
メタルタッチ
チェック

トルク管理か
メタルタッチかを
施工手順書で確認

切管寸法を記入

L=〇.〇〇ｍ

防護杭の設置が必要か断通洗前
に監督員に確認する事

既設管

継手番号

継手番号 〇〇
継手番号〇〇



継手写真の注意事項

P.3

№

HIVP-TS

余　白

№

SKX-S、SKX-T

余　白

№

HIVP-RR

余　白

継手番号

標線内に受口がくる事

全周にわたりゴム輪の
ズレが無いか確認

継手番号

継手番号

標線確認
接着跡確認

標線確認
接着跡確認

L=〇.〇〇m

切管寸法を記入

継手番号

離脱防止
メタルタッチ
チェック

手締め後の
回転数確認線

挿込量
標線確認


